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Michael Burgess 議員（テキサス州選出、共和党）は 7 月 13 日、特許不実施主

体によるデマンドレター対策法案「Targeting Rogue and Opaque Letters Act

（TROL Act）1」（H.R. 6370）を、Marcy Kaptur 議員（オハイオ州選出、民主党）

と共同で下院に再上程した。この法案は Burgess 議員が 2015 年に上程した同名の

法案の改訂版で、2015 年 TROL Act は廃案になっている。

下院エネルギー・商務委員会保健小委員会で委員長を務める Burgess 議員は、

プレスリリース2で「パテントトロールは根拠に欠ける訴訟を提起して進歩を妨げ

ている。TROL Act は、悪質な行為を止めるために、透明性および説明責任の強化

を目指す」などとしている。

TROL Act は、不誠実で誤解を招く恐れのある特許ライセンス料デマンドレター

が送付された場合、FTC および州司法長官に 500 万ドルを上限に民事制裁金を科

す権限を与えることなどを提案しているが、有識者らは、TROL Act の内容は、既

に今議会（第 115 議会）において上院、及び下院に提出されている「STRONGER 

Patents Act3」に全て含まれていると見ている。

（以上）

1 https://www.congress.gov/115/bills/hr6370/BILLS-115hr6370ih.pdf
2 https://burgess.house.gov/news/documentsingle.aspx?DocumentID=398793
3 STRONGER Patents Act の概要については、2018 年 4 月 15 日付ジェトロニューヨーク特許ニュース

を参照。https://www.jetro.go.jp/ext_images/_Ipnews/us/2018/20180415-3.pdf


